
[ Fiori開発研修 ]

環境構築手順書
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※　環境構築においての留意事項

デバイスが変更を加えることに許可するか、ポップアップ画面が表示されたら

[はい]を押下する。

アイコン XXXX XXXX

XXXX XXXX

XXXX XXXX
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１．Node.jsのインストール

以下手順にてNode.jsをインストールします。

1.1 Node.jsのインストーラーをダウンロードします。

https://nodejs.org/ja/download

※リンククリックでページが開けない場合は上記URLをブラウザに貼り付けてください。

① [Windowsインストーラー(.msl)] をクリックします。

1.2 ダウンロードしたmslファイルを解凍し、Node.jsを起動します。

① ダウンロードしたmslファイルをダブルクリックします。 （ポップアップ画面が表示されます。）
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②[Next]を押下します。

③「I accept ...(画像参照)」にチェックを入れた状態で[Next]を押下します。
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④[Next]を押下します。（パスはデフォルトの状態でOK。）

⑤[Next]を押下します。（選択対象はデフォルトの状態でOK。）
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⑥「Automatically install ...(画像参照)」にチェックを入れた状態で[Next]を押下します。

⑦[Install]を押下します。
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⑧[Finish]を押下します。

1.3 以下複数の画面が自動で立ち上がるので、Enterを押下します。

①「続行するには…(画像参照)」が表示されたら、Enterを押下します。（どのキーでもOK。）
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②「続行するには…(画像参照)」が表示されたら、Enterを押下します。（どのキーでもOK。）

③「Type ENTER ...(画像参照)」が表示されたら、Enterを押下します。

　（エラーが表示される場合がありますが、無視してOK。）

④Authenticode verification returned　のメッセージが表示されたらPowerShellを閉じていいです。
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1.4 Node.jsがインストールできているかコマンドプロンプトで確認します。

①Windowsキー(     )を押下して、「cmd」と入力します。

　※コマンド プロンプトを開きます。

②「node -v」と入力し、Enterを押下します。

③「npm -v」と入力し、Enterを押下します。
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※バージョンが表示できれば、Node.jsのセットアップ完了です。

　（インストールしたバージョンが表示されます。）

10 / 25 ページ



２．環境変数を編集

以下手順にて環境変数を編集します。

1.1 環境変数を編集します。

①Windowsキー(     )を押下して、「環境変数」と入力します。

　※環境変数を編集を開きます。

② [環境変数] をクリックします。
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③「Path」を選択して [新規] をクリックします。

④[新規]をクリックして、 「C:\Program Files\nodejs\」と入力します。
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⑤[OK]を押下します。

⑥[OK]を押下します。
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⑦[OK]を押下します。
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３．VS Code(Visual Studio Code)のインストール

以下手順にてVS Codeをインストールします。

1.1 VS Codeのインストーラーをダウンロードします。

https://code.visualstudio.com/

※リンククリックでページが開けない場合は上記URLをブラウザに貼り付けてください。

① [Download for Windows] をクリックします。

1.2 ダウンロードしたexeファイルを解凍し、VS Codeを起動します。

① ダウンロードしたexeファイルをダブルクリックします。 （ポップアップ画面が表示されます。）

15 / 25 ページ

https://code.visualstudio.com/


②「同意する」を選択した状態で[次へ]を押下します。

③[次へ]を押下します。（パスはデフォルトの状態でOK。）
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④[次へ]を押下します。（ショートカットはデフォルトの状態でOK。）

⑤上記画像の通りにチェックを入れた状態で[次へ]を押下します。
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⑥[インストール]を押下します。

⑦「Visual Studio ...(画像参照)」にチェックを入れた状態で[完了]を押下します。

※インストール完了後、VS Codeが自動で立ち上がります。

　（自動で立ち上がらない場合は、ショートカットからVS Codeを起動してください。）
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1.3 SAP Fiori ToolsのExtension Packをダウンロードします。

①拡張機能のアイコン(     )を押下します。

②「SAP Fiori」と入力し、SAP Fiori Tools - Extension Packの[install]を押下します。

③[Trust Publishers & install]を押下します。
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④「Disable」や「Uninstall」が有効(画像参照)であれば、VS Codeのセットアップ完了です。

➄[×]を押下し、VS Codeを終了します。

　（後続の手順にてVS Codeの再起動が必要になるため、一度VS Codeを終了します。）
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４．Yeomanのインストール

以下手順にてYeomanをインストールします。

1.1 Yeomanをインストールします。

①Windowsキー(     )を押下して、「cmd」と入力します。

　※コマンド プロンプトを開きます。

②「npm install -g yo」と入力し、Enterを押下します。

　※実行が終わり、入力待機状態になるまで待ちます。

③「npm install -g @sap/generator-fiori」と入力し、Enterを押下します。

　※実行が終わり、入力待機状態になるまで待ちます。
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④「npm install -g @sap/ux-specification」と入力し、Enterを押下します。

　※実行が終わり、入力待機状態になるまで待ちます。

※入力待機状態が表示できれば、Yeomanのセットアップ完了です。
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５．Windows PowerShell(PowerShell)の設定

以下手順にてPowerShellを設定します。

1.1 PowerShellを設定します。

①Windowsキー(     )を押下して、「power」と入力します。

　※PowerShellを管理者として実行します。

②「Set-ExecutionPolicy RemoteSigned」と入力し、Enterを押下します。

　※実行が終わり、入力待機状態になるまで待ちます。

③「Y」と入力し、Enterを押下します。

　※入力待機状態が表示できれば、PowerShellのセットアップ完了です。
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６．セットアップの確認

以下手順にて構築した環境を確認します。

1.1 VS Codeを起動します。

①VS Codeのショートカット をダブルクリックします。

1.2 Fiori開発環境を開きます。

① Ctrl+Shift+Pを押下し、「Fiori: Open Application Generator」と入力します。

　（ショートカットはF1でもOK。）

②[Fiori: Open Application Generator]を押下します。
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※Template Selectionが表示できれば、セットアップ完了です。
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